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イギリスの議会制度と自治体運営から学ぶもの
～議会と議員の権能と責任の重みについて、認識を深める～

◎「イギリスにおける議会と執行機

関との関係」
イギリスの自治体では、伝統的に市長を市

民から「直接公選」するのではなく、議会から

選出する「議会制」が行われてきた。

そもそもイングランドとウェールズでは、１８

３５年の地方自治体法により、議会が自治体

の最高決定機関であり同時に執行権も持つ

「委員会制度」がルール化されてきた。ところ

が、「委員会制度」では会議が非効率で責任

の所在が分かりにくいと言った面から改善が

必要となった。

そこで、ブレア政権は「２０００年地方自治

法」で自治体構造の改革を行った。その後数

次にわたり改革が行われ、現在は３つの地

方自治体構造のモデルとなった。

◎「自治体の執行機能に深く係る

議会」
①「リーダー（議員から選任する首長）と内

閣」制

リーダーは議員の中から本会議において

任命。内閣構成員はリーダーによって任命。

内閣構成員でない議員は、バックベンチャー

と呼ばれ、政策評価委員会の構成員となる。

事務部局は議会から任命された事務総長の

もと、リーダー、内閣および政策評価委員会

に対する必要な助言および支援ならびに各

部局における政策実施等を行う。

②「メイヤー（直接公選首長）と内閣」制

内閣（議員で構成）を率いるメイヤーが自

治体の有権者によって直接選挙で選ばれる

公選首長である。議会に任命権限はなく、公

選であるから強力なリーダーシップを発揮す

ることとなる。２０２３年時点で本市度を採用

している自治体は１４しかない。
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③「委員会」制

内容は前述の通りである。議会多数党

の議員により互選される「リーダー」が大

きな権限を有する。

◎ 「イギリスでは、首長公選は

圧倒的に少数派」
「２０００年地方自治法」の改正により、

約３００の自治体が「リーダー（議員から選

任する首長）と内閣」制を取り入れている。

首長公選の自治体が１４、さらにＧＬＡ

（大ロンドン庁）を含めても、その割合は非

常に少ないのが現状である。

因みに、議会事務部局職員は、定期的

な採用や異動は行われておらず、欠員が

生じた場合に速やかに行われる。職員の

採用は、幹部職員は議員がその他の職

員は、各部局レベルで行う。

「地方自治の母国」と呼ばれるイギリス

では、議会議員選挙と首長選挙を別々に

行うと、権限と権力が分散し、非効率な自

治体運営が行われると懸念されるのが伝

統的な考え方である。まず市民が議会議

員を選び、その議員の役割が自治体運営

の中で、我が国と比較して格段に重いこと

を学習してきました。

１１月３日から１０日までイギリスとデ

ンマークに視察に行く機会を得ました。

デンマークでは、国のIT化の実態や福

祉を、イギリスでは、国策である認知

症対策や地方自治制度などを視察し

てきました。まもなく報告書が市議会

ホームページで公開される予定です。

今回のかわら版では、私が報告書を

担当した「イギリスの地方自治制度と

大都市制度」の中で、特に議会の役割

について簡単に報告いたします。


